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髙こ
う
や
ま山

洋よ
う
い
ち一

・
菊き

く
え江

下
林
町
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げ下

修し
ゅ
う
い
ち一・

久ひ
さ
こ子

上
薩
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町

赤あ
か
い
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宗む
な
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ち
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林
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わ
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い
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・
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蟹
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町
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た
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ょ
う
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わ
う
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た
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ず
あ
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ノ
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わ
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し
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こ
登
子

上
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と
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ふ
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・
知ち
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英
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井
ノ
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町
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か
も
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つ
ひ
こ彦

・
民た

み
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願
成
寺
町

木き
む
ら村

裕ゆ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
・
眞ま

さ
よ代

西
間
下
町

佐さ

た田

栄え
い
じ次

・
ゆ
み
子こ

上
戸
越
町

江え
が
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孝た
か
じ次

・
良り

ょ
う
こ子

城
本
町

横よ
こ
せ瀬

重し
げ
の
り德
・
夏な

つ
み美

鬼
木
町

村む
ら
か
み上

信し
ん
や也

・
洋よ

う
こ子

下
原
田
町

字
瓜
生
田

告つ
げ
も
と本

正ま
さ
ひ
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つ
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鶴
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町

上う
え
む
ら村
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し
あ
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さ
な
え
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漆
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む
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り
ゆ
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ひ
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し
も
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ひ
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く
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下
原
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字
西
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に
が
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お夫
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と
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子こ

瓦
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町
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じ
り尻

義よ
し
ま
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・
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り
こ子

蟹
作
町
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え
つ
ぐ次

力ち
か
ら・
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城
本
町
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ち
は
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に
ひ
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・
さ
つ
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中
神
町
字
大
柿

北き
た
む
ら村

和か
ず
と人

・
洋よ

う
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赤
池
原
町

木き
の
し
た下
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ず
お男
・
律り

つ
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蓑
野
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つ
も
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光み
つ
ゆ
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・
ハ
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子こ

西
間
下
町
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ろ
も
と本
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う
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・
良り

ょ
う
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城
本
町
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む
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き
た
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瓦
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む
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か
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ま
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ん
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・
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じ
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大
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さ
ひ
ろ博

・
な
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上
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町

山や
ま
も
と本
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ち
ろ
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郎
・
シ
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上
戸
越
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と本
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さ
た
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・
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ず
こ子

下
林
町
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や
は
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健け
ん
じ二
・
由ゆ
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鬼
木
町
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る
さ
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さ
る・
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い
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下
原
田
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さ
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下
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あ
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　結婚 50周年を迎えた夫婦を祝う令和 6年度　結婚 50周年を迎えた夫婦を祝う令和 6年度
人吉市金婚夫婦表彰式を、９月 27日にホテル人吉市金婚夫婦表彰式を、９月 27日にホテル
サン人吉で行いました。今年度の対象者は昭和サン人吉で行いました。今年度の対象者は昭和
49年１月１日～12月31日に結婚した夫婦で、49年１月１日～12月31日に結婚した夫婦で、
対象夫婦 45 組のうち 29 組が出席。松岡市長対象夫婦 45 組のうち 29 組が出席。松岡市長
から表彰を受けました。から表彰を受けました。
　出席者を代表し、髙山洋一さん、菊江さん夫　出席者を代表し、髙山洋一さん、菊江さん夫
婦が「戦後間もなく生まれ、平和な時代に妻と婦が「戦後間もなく生まれ、平和な時代に妻と
50 年連れ添えたのは幸せなこと。残りの人生50 年連れ添えたのは幸せなこと。残りの人生
を若い人の模範になるよう、夫婦ともに健康でを若い人の模範になるよう、夫婦ともに健康で
仲良く、時には反発もしながら生きていく」と仲良く、時には反発もしながら生きていく」と
あいさつ。あいさつ。
　９月 12 日には、第 66 回熊日金婚夫婦表彰　９月 12 日には、第 66 回熊日金婚夫婦表彰
の人吉市代表夫婦表彰式が市役所で行われ、城の人吉市代表夫婦表彰式が市役所で行われ、城
本雄二さん、良子さん夫婦に熊本日日新聞社の本雄二さん、良子さん夫婦に熊本日日新聞社の
取締役業務局長の毛利聖一さんから表彰状と記取締役業務局長の毛利聖一さんから表彰状と記
念品が贈られました。念品が贈られました。
　今年金婚を迎えられた夫婦のお名前を掲載　今年金婚を迎えられた夫婦のお名前を掲載
し、お祝い申し上げます。し、お祝い申し上げます。 ▲�熊日金婚夫婦表彰夫婦表彰式に出席し出席し

た城本さん夫婦
▲人吉市金婚夫婦表彰式の様子

▲表彰式であいさつする髙山さん夫婦ん夫婦

地域が鉄道愛して肥薩線再生へ
『ローカル鉄道愛』を育む講演会

　

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
の
再
生
に
向
け
て
機

運
を
高
め
よ
う
と
、「
ロ
ー
カ
ル
鉄

道
愛
を
育
む
講
演
会
」
が
10
月
５
日

に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

肥
薩
線
の
復
旧
を
応
援
す
る
団
体

「
肥
薩
線
ａ
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
」
の
小
澤
光

二
代
表
が
、
署
名
活
動
や
沿
線
の
美

化
作
業
な
ど
の
活
動
を
報
告
。
ロ
ー

カ
ル
線
再
生
請
負
人
と
し
て
知
ら
れ

る
大
井
川
鐵て

つ
ど
う道
株
式
会
社
の
鳥
塚
亮

あ
き
ら

社
長
が
講
演
し
、「
地
域
住
民
の
顔

が
見
え
る
活
動
を
し
て
い
れ
ば
追
い

風
が
吹
き
、必
ず
鉄
道
は
復
活
す
る
。

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

に
な
る
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

走って踊って全力プレー
人吉東小・中原小運動会

　

秋
晴
れ
と
な
っ
た
10
月
６
日
に
、

人
吉
東
小
・
中
原
小
の
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
は
仲
間
や
保

護
者
か
ら
の
声
援
を
受
け
、
リ
レ
ー

や
ダ
ン
ス
な
ど
練
習
し
て
き
た
成
果

を
披
露
。
競
技
ご
と
に
笑
顔
や
真
剣

な
表
情
を
見
せ
ま
し
た
。

　

中
原
小
で
は
「
が
ん
ば
れ
わ
た
し

た
ち
！　

笑
顔
を
み
ん
な
に
届
け
よ

う
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
赤
団

と
白
団
が
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
優
勝
し
た
白
団
の
立
山

朝
陽
団
長
は
「
み
ん
な
が
元
気
に
笑

顔
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
最
高
の

運
動
会
に
な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

親子の絆を感じて笑顔でゴールする中原小の親子競技

鉄道は夢と希望を乗せて走っていると語る鳥塚社長

『五木の子守唄』など市民になじみ深い曲も披露

　

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
に
取
り
組

む
人
吉
市
民
に
音
楽
を
通
し
て
エ
ー

ル
を
送
ろ
う
と
、
崇
城
大
（
熊
本
市

西
区
）
の
学
生
が
９
月
29
日
に
市
役

所
で
人
吉
復
興
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
う

同
大
の
ア
ウ
ト
ド
ア
サ
ー
ク
ル
の
メ

ン
バ
ー
か
ら
音
楽
経
験
者
が
集
ま
り

演
奏
。
約
80
人
の
観
客
の
前
で
、
映

画
の
主
題
歌
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
14

曲
を
披
露
し
、
訪
れ
た
人
は
す
て
き

な
音
色
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

鑑
賞
し
た
小
川
理
恵
さ
ん
は
「
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
演
奏
だ
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

すてきな音色が市役所に響く
人吉復興ミュージックコンサート

石垣から人吉城の歴史知って
人吉城跡石垣修理工事現地説明会

　

人
吉
城
跡
の
御み

た
ち
あ
と

館
跡
西
側
石
垣
の

形
状
が
変
化
し
崩
落
の
危
険
が
あ
る

た
め
、
市
で
は
修
理
工
事
を
し
て
い

ま
す
。
修
理
の
進
行
状
況
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
９
月
29
日
人
吉
城

跡
で
行
い
、
家
族
連
れ
や
歴
史
好
き

な
ど
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
市
の
学
芸
員
か
ら
工

事
に
至
っ
た
経
緯
や
分
か
っ
た
歴
史

的
事
実
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、

石
詰
め
を
体
験
。
石
垣
の
水
は
け
を

良
く
す
る
栗ぐ

り
い
し石
に
墨
で
名
前
や
好
き

な
言
葉
を
書
い
て
、
専
用
の
道
具
で

石
を
叩
い
て
固
定
し
ま
し
た
。
工
事

は
令
和
７
年
３
月
に
完
了
予
定
で

す
。

石垣が膨らんでいる様子を見学した参加者

12広報ひとよし　11月号


